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               確率分布の決定と関数方程式
                                    清 水 良 一
 確率変数の系列Z、，Z。，．．．，Z。，．．．をZ、＝X、，







 本研究では1imκPr｛l X l〉κ｝＝Oという条件下でψ（f）を完全に決定した．ψ（云）は単峰で，正規成分
をもたたい無限分解可能な分布である．分布Gを区間（0，∞），一点｛O｝および（一・◎，O）に集中してい
る分布G＋，ε（κ），およびG■を使って
             G（κ）＝κ十（κ）十（1一力1）ε（κ）十σG一（κ）
と書いたとき，ψ（≠）をL6vy表現したときのスペクトル関数M，Mおよびシフト・パラメタμはそれぞ
れ次の表現をもつ：
             〃（κ）＝力一’（1－G＋（κ））ズ’aκ， κ＞O，







       2状態マルコフ連鎖で連続して起こる事象についての分布
                                   平 野 勝 臣
本年度の研究．（1）正値連続分布の典型であるスケール分布族の代表的な分布について研究を行っ
た．（2）離散分布の研究では，2状態マルコフ連鎖で連続して起こる事象についてのいくつかの分布に
ついて調べ，これに関するいくつかの結果をまとめた（Aki and Hirano（1991），Hirano and Aki
（1992））．当日は以上の共同研究を報告した．ここではAki and Hirano（1991）の要旨を述べる．
 要旨．X。，X、，X。，．．．を初期分布と推移確率が指定された，0か1のいずれかの値をとるtime－homo－
geneousたマルコフ連鎖とする．確率変数X、，X。，．．．の系列において，五。を長さグの“0”の連の起こる
